
本年の新潟シティマラソン2026 には、当社から 11名 がエントリーしました。内訳は、マ
ラソン（42.195km）に5名、ファンラン（10.6km）に6名。年齢層も 20代から50代まで
幅広く、今年5月に入社したばかりの新入社員もフルマラソンに挑戦します。

第６話： 雪と家族の原風景 — 受け継がれる一体感

企業の本当の強さは、事業内容や財務状況だけで測れるものではありません。そこに根付く独自の文化、とりわけ人と人との繋がりの深
さにこそ、その本質は宿ります。北陸保全工業における「家族のような一体感」が、どのように育まれてきたのか。その答えは、現代表の心
に刻まれた幼少期の原風景の中にありました。

現代表・青池仁氏は、幼少期の光景をこう振り返ります。冬になると、除雪作業員たちが自宅に寝泊まりし、母や祖母が温かい食事を振
る舞うなど、家族総出で作業を支えていました。自身も除雪車の助手席に乗せてもらい、巨大な機械が雪をかき分けるダイナミックな姿に
胸を躍らせたと言います。

この光景は、単なる懐かしい思い出話ではありません。それは、会社と地域、そして家族が一体となって困難に立ち向かう、北陸保全工
業の姿そのものでした。社員を家族同然に迎え入れ、食卓を囲む。それは「家族のような一体感」という、まさに企業文化の原点です。そし
て、助手席から見た除雪の光景は、地域の暮らしを守るという使命が、幼い心に深く刻まれた瞬間でもありました。この精神こそが、私た
ちの核となっているのです。

この家族的な一体感は、もう一つの事業の柱である環境事業にも通底しています。次回は、会社のもう一つの顔である環境事業が、どの
ように時代と共に進化してきたのか、その歴史を紐解きます。

次回 第７話：時代と共に進化する環境事業

● 全国安全週間 ７月１日（水）～７月 ７日（火）
● 準備期間 ６月１日（月）～６月３０日（火）

職場巡視、ポスター掲示、安全教育などを重点的に実施
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60年の物語

７月１日～７日は 「全国安全週間」 全員参加でつくる安全職場

新潟シティマラソン2026に、11名がエントリーしました

6月も後半にさしかかり、20日には昨年より29日も遅い梅雨入りとなりました。台風の発生も顕著になり、他県では被害も
発生しています。これからの季節は大雨・強風・高温といった複合的なリスクが高まります。天候情報のこまめな確認や、無理のない
行動判断、そして周囲への声かけが、事故やトラブルを未然に防ぐ大きな力になります。「自分は大丈夫」ではなく、「みんなで気をつ
ける」姿勢を大切にしながら、この梅雨と夏を安全に乗り越えていきましょう！

▶▶▶

北陸保全工業

HOKURIKUHOZEN Runnerｓ 2026

2026.6.10 本社執務室

「多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場」

マラソン
（42.195㌔）

ファンラン
（10.6㌔）

全国安全週間とは？

全国安全週間は、昭和3年から一度も中断することなく続く、労働災害防止の意識を高める全国的な取り組みです。基本理念は 「人命尊重」。産業界で
の自主的な安全活動を推進し、安全意識の定着を図ることを目的としています。

日頃の健康づくりの成果を試す方、仲間と楽しみながら走る
方、自己ベスト更新を目指す方など、参加の目的はさまざまで
すが、挑戦する姿勢は皆さん共通です。本番に向けて練習を
重ねる参加者を、ぜひ社内全体で応援していきましょう！

会社のサポートによる大会
参加は今年で ４ 回目！

池田、阿部(颯)、小笠原、二瓶、小松

坂内(達)、加藤、福地、和田、神林、
田村、水上(亮)

受付窓口：総務 松浦サポーター募集!!
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青池代表還暦のお祝いを
社員一同で実施

6月10日、青池代表の還暦をお祝いする、ささやかなセレモニーを本社にて執り
行いました。当日は、日頃の感謝の気持ちを込めて記念品を贈呈し、社員全員で温
かい拍手を送りました。
今年から来年にかけては、青池代表が60歳を迎え、そして当社が設立60周年を

迎える特別な一年となります。これまでの60年を支えてくださった皆さまへの感
謝を胸に、次の60年に向けて、より良い未来の実現に挑戦し続けてまいりましょう。

安全パトロールの実施

安全講習会・研修の開催

安全衛生委員会の活性化

安全作業マニュアルの整備・見直し

危険予知活動（KY活動）の強化

安全広報資料の掲示・配布

国民安全の日（7月1日）との連動 等

建設業労働災害防協会
全国安全週間実施要領
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▶ 2026年度スローガン
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